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甲府地域重力構造図について
Gravity tectonic map of Kofu district
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甲府盆地の低重力異常は，富士川を北上し，諏訪盆地にいたる糸魚川－静岡構造線の東側に存在する低重力異常帯の
一部である．盆地の西縁と南東縁は急勾配になっており逆断層的な構造に対応している．特に，盆地の南の出口である
鰍沢（かじかさわ）町付近は富士川沿いの低地ではなく数 km西の丘陵地で重力が最小になっており，低密度物質が丘陵
の下に畳み込まれているような構造をしている．甲府盆地内の重力基盤は全域が海水準下 (深度は 250m以上)で地形と
相関しているが，海抜-2000mより深い最深部は，盆地の中央部にはなく盆地西縁の市ノ瀬台地の麓にあたる南アルプス
市大師と盆地南東縁の曽根丘陵の麓の中央市にあり断層縁辺部が断層で画されていることと盆地の深部構造が複雑であ
ることを示している．
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